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　水運での第二の成功例エア・カルダー水運（Aire and Calder Navigation）は，ウィーヴァーより更に古かっ
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に合体してUnited の名を捨て，Nationalを名乗ることにした（Naional Telephone Company：NTC）。合同の際，
資本金は400万ポンドに引き上げられたが，『エコノミスト』誌（1888年６月８日）は，50％が水増し分だ，
と述べている。
　1884年に郵政大臣がそれまでより免許を惜しまなくなって以来，都市間幹線の実験が行なわれていた。
しかしロンドンは1884年の終わりごろにやっと，最初の幹線（ロンドン・ブライトン間）を手にしたのだっ
た。その後，都市間幹線はまずまずのペースで建設された。とくにスコットランドと北部ではそうだった。
エディンバラ・グラスゴー（1884年），マンチェスター・リヴァプール（1885年），マンチェスター・リー
ズ（1886年），等々である。多くは民間会社の，そして若干は郵政省の仕事だった。大多数は単線接地回
線（single earth circuit）で始めたが，郵政省を含む２，３の幹線はより良質の金属回線を初めから用いてい
た。他方，ロンドンはなお，接地回線や驚くほど多数の交換局，あるいはあらゆる方向に走るもつれあっ
た高架電線と格闘していた。マルバラ公爵は1889年に上院で，「文明化された欧州でこれほど遅れている
市はない」と述べていた。『エコノミスト』誌（1890年７月12日）も同様の見解だった。
　NTCは着実に他の会社を吸収していたが，自らの欠陥は電線用に他有地通行権を獲得するための法的な
権限が欠如していることだ，と常々論じていた。他有地通行権獲得には，それぞれ別個で面倒な交渉が付
きものだったのである。NTCへの批判者達は，法的権限は政府のものだ，と応えた。既に1888年に商業会
議所連合が国営電話制度に賛意を表していたし，『エコノミスト』誌もバジョットの伝統に忠実に，私的
独占よりは国家を選好すると述べていた（1888年６月８日）。４年後にはロンドン商業会議所がロンドン
の電話サービスについて政府に不満を述べていた。しかしその頃には，国有化のチャンスは遠ざかってい
た。電話管理特許は失効していたが，郵政大臣はそれに干渉していなかった。この不満表明時には，大臣
は民間会社との新たな妥協策を考慮中だった。
　NTCはちょうど或るライヴァルを処理しようとしていた。ライヴァルはロンドンのNew Telephone 
Company（New）であって，1891年にエディソンの特許が失効しようとしている時に清算過程にあり，そ
れがマルバラ公爵によって蘇生させられていたのだ。彼は NTCの金属回線に対抗するために，ロンドン
にそれを実現するつもりだった。しかしNTCの交渉人達は1892年７月にNewを懐柔して，両システムの長
所を出来る限り採用するという合意を得た。不運なことにマルバラ公爵は11月に突如死去し，Newは1898
年に消滅するまでNTCの付属物となった。
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復されたのだが，これも特定の損失を除外した計算だった。
（無線）
　1896年にマルコーニが最初に郵政省を訪れて以来，同省は無線電信に強い関心を示してきた。それも当
然で，同省は近海電信ケーブルの大部分もしくは一部を保有していたし，大洋の海底ケーブルを保有して
いる大会社と密接に協働していたからである。マルコーニは郵政省の協力の下にブリストル海峡で実験を
始めた。1901年12月には，最初のメッセージ（Ｓの一文字）が，Poldhu（コーンウォール南部の地名）からニュー
ファウンドランドに送信された。世界中，とりわけ軍事関係者や船舶関係者が，興奮状態になった。諸国
政府は互いに連絡を取り合い，1906年10月にベルリンで国際無線電信協約が調印された。しかし無線電信
の直接の経済的重要性は，会社幹部や戦争関係部局での騒ぎぶりとは別で，ごく限定されたものだった。
明らかな採択例は船舶の場合だった。1908年３月には僅か72隻のブリテンの船に無線が搭載されていただ
けだったが，1912年３月には450隻，1914年３月には879隻となっていた。この879隻にはもちろん，大海
運会社の船が含まれていた。尤も，この年にはブリテンの登録船は２万1000隻，蒸気船は１万3000隻ほど
あった。電気産業は新たな分野を獲得したのだが，無線通信そのものは未だ殆ど誰かのお腹を満たすまで
にはなっていなかったし，賃金・俸給，利潤率，賃貸料，物価などへの影響も殆どなかった。人はその気
になれば一日のうちに，一文を電信か電話で送ることが出来たのである。もし諸国が無線電信に熱心であっ
たとすれば，それは主として戦争が近づいていたからに他ならない。
（大気）
　大気には未だ，無線電波が広がっていく媒体としての役割を超えるほどの経済的重要性がなかった。確
かに内燃機関の登場によって，人類は空を飛べるようになっていた。1909年７月には，フランス人ブレリ
オ（Ble－riot）がドーヴァーを渡ってケントへの着陸に成功した。しかしこの頃は未だ，人員や重要な資材
あるいは軍事情報を運んだりする段階ではなかった。但し，爆弾投下の実験は始めていた。1914年８月末
に初めて，戦闘態勢に入った英国陸軍航空隊（Royal Flying Corps）が，63機をMaubeuge（フランス北東部，
Sambre河畔の町）飛行場に集結させたのだった。
